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睡眠時無呼吸症候群のスクリーニング

テレビの健康番組でも時々取り上げられる睡眠時無呼吸症候群ですが、その多くは閉塞型と呼ばれる
物です。高血圧や脳血管障害、心筋梗塞、糖尿病、認知症や死亡率の増加と関連がありますが、それ
だけではなく睡眠障害によって日中の眠気や疲れやすさを引き起こし日常生活の質の低下につながりま
す。今回はＣｈｅｓｔ誌に最近掲載された睡眠時無呼吸症候群のスクリーニングのための簡単な問診票（Ｓ
ＴＯＰ－Ｂａｎｇテスト）のお話です。

ＳＴＯＰ－Ｂａｎｇ テスト

各項目の英語の頭文字をとったテストで、４項目からなるＳＴＯＰの項目： いびき（ Snoring ）、日中の疲
労感（Tiredness）、第三者に指摘される無呼吸（Observed apnea）、高血圧（high blood Pressure）と同じく４
項目からなるＢａｎｇの項目：BMI ＞３５、年齢（age）＞５０、 首周囲（neck circumference）＞４０ｃｍ、男
性（male gender）で構成されています。どの項目もイエスならばそれぞれ1点と計算し、満点が８点です。

高血圧は、家庭血圧では１３５／８５を超える場合です、ＢＭＩは体重（Ｋｇ）を身長（ｍ）で２回割って算出
しますが、日本では２５以上を肥満としています。この論文はカナダからの報告ですがＢＭＩ＞３５は相当
太っており、日本人ではこの項目がイエスとなる方はほとんどいないと思います。首周囲は喉ぼとけの
位置で測った首まわりです。

５点以上だと睡眠時無呼吸症候群がある可能性が７７％以上で、無呼吸低呼吸指数（ＡＨＩ）が３０を超え
る重症の無呼吸症候群の可能性も３０％以上あります。

３～４点の場合なんらかの睡眠時無呼吸症候群がある可能性が７２％、重症の無呼吸症候群のある可
能性が１３～１８％です。点数が低いと本当に睡眠時無呼吸症候群が存在するという「特異度」が低くな
ってしまいます。病気がありそうだという「感度」が高いだけではだめで特異度が高くならないと検査をし
ても無呼吸症候群ではない可能性が高くなって無駄な費用がかかってしまいます。そのため３－４点の
場合は年齢、性別、首周囲、ＢＭＩを加味して２段階で評価する事を本論文では勧めています。

•ＳＴＯＰの項目２点以上＋年齢＞５０歳の場合： 「感度」５９．４％、「特異度」 ５６．１％

•ＳＴＯＰの項目２点以上＋性別（男）の場合： 「感度」 ４０．１％、「特異度」 ７６．８％

•ＳＴＯＰの項目２点以上＋首周囲＞４０ｃｍの場合： 「感度」 ３３．５％、「特異度」７９．０％

•ＳＴＯＰの項目２点以上＋ＢＭＩ＞３５の場合： 「感度」 ２０．８％、「特異度」 ８５．１％

これを見るとＳＴＯＰの４つの項目と「男性」と「首周囲径＞４０ｃｍ」の組み合わせが特に重要で睡眠時無
呼吸症候群の存在をかなり疑う事になりそうです。このテストはもともと外科手術の際の無呼吸症候群
のスクリーニングとして始まったものですが、現在では一般的なスクリーニングとしても普及して来ている
ようです。５点以上の方少なくないと思いますが・・・・・・。
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